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あらまし：一般的にプレゼンテーションスキルが低い研究初学者の多くは，熟練者の指摘をもとに自分が

作成したプレゼンテーションドキュメントをアップグレードしていくが，修正作業に注力するものの，修

正内容や理由を必ずしも理解しているとは限らない．そのため，アップグレードプロセスを内省する機会

を提供することが必要である．本研究では，アップグレード終了後のドキュメントとアップグレード毎の

ドキュメントの差分情報から，プレゼンテーションスキーマを用いたアップグレードの有用性を評価する

とともに，内省すべき箇所を見出す手法について述べる． 
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1. はじめに 
認知的徒弟制は，社会構成主義に立脚した学習理

論であり，実践共同体における真正な活動で発揮さ

れる熟練者の認知スキルを初心者が段階的に習得す

る方法論を提供する(1)．筆者らは，これまで大学な

どの研究グループを対象として，研究熟練者の活動

をモデル化するとともに，そのモデルに基づいて研

究初学者による研究スキル習得支援のための徒弟制

的な学習環境について検討してきた．特に，研究内

容を伝える上で極めて重要であるプレゼンテーショ

ンを題材に，研究内容からプレゼンテーションドキ

ュメント（P-ドキュメント）を作成するスキルに着
目している. 

P-ドキュメントの作成では，伝えようとする研究
内容を分節化・系列化し，「何を・どのような順序で」

提示するかを決めるとともに，ドキュメントの構成

要素となるスライドの内容およびその系列をデザイ

ンすることになる．デザインされるスライドは，研

究内容の「何を・どのような順序で」提示するかに

依存することからも，P-ドキュメント作成では分節
化・系列化の作業が重要である(2)．本研究では，「何

を・どのような順序で」提示するかを表す構造を，

P-ドキュメントに内在する意味的構造と呼び，この
意味的構造の構成経験を積むことが，P-ドキュメン
ト作成スキルの向上にとって最も重要な課題である

と考えている．柴田ら(2)は，研究初学者がプレゼン

テーションスキーマ（P-スキーマ）を用いて P-ドキ
ュメントを作成する場合，P-スキーマが意味的構造
を構成する上で有用であることを示した．P-スキー
マとは，研究グループに蓄積された P-ドキュメント
に内在する意味的構造の共通部分を取り出したもの

である． 
一般に，研究初学者は P-ドキュメントを作成する

機会が少ないため作成スキルは低いと考えられる．

そのため，発表練習や P-ドキュメントの添削を研究
グループ内の研究熟練者や中級者に行ってもらうこ

とで，初学者が気づかない修正点を指摘してもらい

ながら，P-ドキュメントを洗練していくことが多い．
このとき，初学者は不慣れな研究発表を無事に遂行

することに意識が向きがちとなるため，熟練者らに

よる添削や指摘などからP-ドキュメントの各バージ
ョンを修正した理由・修正内容を必ずしも理解して

おらず，事後の P-ドキュメント作成時でも熟練者か
ら同様の指摘・添削を受けることが多い． 
本稿では，P-スキーマを用いた P-ドキュメントの

アップグレードの有効性を評価するために，各 P−
ドキュメントのバージョンの差分情報を求める手法

を提案する．また，研究初学者がアップグレード後

に，上記の評価手法に基づいて，内省すべき P-ドキ
ュメントのバージョンを同定する支援手法について

述べる．  
	  
2. アップグレードプロセス上の P-ドキュメ
ントの評価方法 

2.1 アップグレード間の差分情報 
P-スキーマを用いた P-ドキュメントのアップグレ

ードプロセスでは，P-スキーマを意味的構造構成の
基盤として利用することができるため，アップグレ

ード序盤にアップグレードが終了した P-ドキュメン
ト（FP-ドキュメント）の意味的構造に近づき，終盤
は意味的構造を変更する頻度は小さくなり，スライ

ドコンテンツの変更に注力するようになると考えら

れる．一方，P-スキーマを用いずにアップグレード
した場合，アップグレード終盤までスライドコンテ

ンツに加えて意味的構造の変更が行われると考えら

れる． 
こうしたアップグレードプロセスを表現するため

に，本研究では FP-ドキュメントと各バージョンの
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P-ドキュメントとの差分情報を同定する手法を検討
している．また，本手法では差分情報を視覚的に表

現するために，ドキュメントの修正箇所を分類して

いる．まず，P-ドキュメントは，発表構成を表す意
味的構造と構成単位であるスライドに分けることが

できる．さらに，スライド内の修正は，修正箇所に

よって発表構成や発表内容の表現などの修正対象が

異なる．以上の２点から， 発表構成に関わる「意味
的構造」，と「スライドのタイトル部分」，発表内容

の表現に関わる「スライドのタイトル部分以外」の

３つに修正箇所を分類した．次に，それぞれの修正

箇所で行われる修正操作を，「追加」「削除」「変更」

「移動」の４つに分類した． 
上記の分類をもとに，各修正箇所の修正操作に P-

ドキュメントを変更具合の大きさに適した重みをつ

けることで，差分情報を「（修正操作の実行回数）×

（修正操作の重み）」と定めた．この結果をもとにグ

ラフとして表現する．以下に差分情報をグラフ化し

た例を提示する． 
 

 

図 1：アップグレードプロセスにおける 
差分の遷移グラフ 

 
2.2 意味的構造の修正 
	 意味的構造は，P-ドキュメントの構成単位である
スライドを表現するメタデータで構成される．研究

熟練者から添削を受けた研究初学者は，添削内容を

もとに発表内容，発表の場に合わせた分節化・系列

化を再度行い，各スライドに適したメタデータを変

更する．  
	 メタデータの編集は直接意味的構造の編集に関与

し，発表構成に大きく影響することから，上記で述

べた３つの分類の中でも重みを高く設定した．  
 
2.3 スライドのタイトルの修正 
スライド内に表現されている発表内容は，メタデ

ータだけではなく，スライドのタイトルでも表現さ

れていることが多く，発表内容を構成するメタデー

タと同等な役割をもつと見なすことができる．その

ため，タイトル部分の修正が P-ドキュメントに与え
る影響は，意味的構造の修正と同程度であることが

考えられる． 主にタイトルはテキストで表現される
頻度が高い傾向から，テキストの修正操作（追加，

削除，変更）の重みを高くし，図表の修正操作に低

い重みを付けた． 
 

2.4 スライドのタイトル以外の修正 
	 発表内容を表現するスライドコンテンツは，アッ

プグレード時の作成者の考えに基づいて記述される

ため，同一な修正操作を他のバージョンで行うとは

限らない．より詳細に初学者が行った修正遷移を表

現するために，コンテンツの修正箇所をテキストボ

ックス，図表，図形の大きく３つに分類し，それぞ

れの構成要素（形，色，字体など）まで詳細化した． 
 
2.5 差分情報を用いたリフレクション 
各バージョン間の P-ドキュメントと FP-ドキュメ

ントとの差分情報を図１に示すようなグラフや修正

操作の実行回数で表現することで，各バージョンの

P-ドキュメントの変遷を比較することができる．研
究初学者はグラフの傾きや修正操作の実行回数の増

減から，アップグレード中の差分情報が大きく変化

した起点および終点となったバージョン間を事後に

内省すべき箇所として同定することができる．  
 

3. まとめ 
	 本稿では，認知的徒弟制に基づいた研究グループ

内において，研究初学者が自身の研究をプレゼンテ

ーションするスキルの向上に着目し，P-スキーマを
用いた意味的構造の作成の有効性を示してきたが，

一般的な初学者は何度も P-ドキュメントをアップグ
レードするため，複数回以上意味的構造を作成する

場合の有効性を示してこなかった．本研究は，アッ

プグレードプロセスでのP-スキーマを用いた意味的
構造の有効性を示す評価方法として，各バージョン

のドキュメントと FP-ドキュメントとの差分情報を
用いて分析する方法を述べた．また，P-ドキュメン
トのアップグレード結果からリフレクション支援に

利用する方法について述べた． 
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